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業績ハイライト

預金積金残高

840,132 

853,775 

894,993 

令和4年3月末 令和5年3月末 令和6年3月末

年金資金の歩留まり等により個人預金
が増加したことや公金当番受託により公
金預金が増加したことから、前期比412
億円増加となりました。

8,949億円

単位：百万円

貸出金残高

349,940 
351,847 

364,439 

令和4年3月末 令和5年3月末 令和6年3月末

コロナ関連融資の返済が進んだ一方で
コロナ禍後の経済活動の改善に伴う資金
需要が増加したことや住宅ローンを中心
に個人への貸出が増加した結果、前期比
125億円増加となりました。

3,644億円

単位：百万円

当期純利益

634 630 

547 

令和4年3月期 令和5年3月期 令和6年3月期

経常収益は前期比で増加したものの、
長期的な目線で当金庫の財務基盤の強化
を図ることを目的に、評価損となってい
た債券を一部売却し比較的利回りが高い
預け金への入替えを実施した結果、国債
等債券売却損を計上し、経常費用が前期
比で増加しました。
その結果、最終的な税引後当期純利益

は、前期比83百万円減少となりました。

5億47百万円

単位：百万円

547



業績ハイライト

破産更生債権及び

これらに準ずる債権

4,815 

危険債権

12,421 

要管理債権

1,070 

正常債権

346,360 

不良債権比率

不良債権の新規発生防止に努めた結果、
前期比0.29ポイント低下となりました。
なお、担保・保証などでカバーされな

い実質不良債権については特別積立金に
より、備えに万全を期しています。

5.02％

単位：百万円

総与信残高

364,669百万円

会員数・出資金の推移 単位：人、百万円

3,151 3,078 3,019 

50,627 

47,540 

46,922 

令和4年3月末 令和5年3月末 令和6年3月末

出資金

会員数

自己資本比率

9.47%

9.84%

9.23%

令和4年3月末 令和5年3月末 令和6年3月末

当期純利益の積み上げにより自己資本
額は増加しましたが、貸出金が増加した
ことなどにより分母となるリスクアセッ
トが増加したことから、前期比0.61ポイ
ント低下となりました。
なお、引き続き国内基準の4％を上回

る水準となり、財務の健全性が保たれて
います。

9.23％ 9.47%
9.23%



貸借対照表

（単位：百万円）

科 目 金 額

資産の部

現金 7,667

預け金 375,985

買入金銭債権 199

有価証券 194,022

国債 23,620

地方債 47,935

社債 100,418

株式 129

その他の証券 21,917

貸出金 364,439

割引手形 1,004

手形貸付 22,206

証書貸付 333,712

当座貸越 7,515

その他資産 5,936

未決済為替貸 329

信金中金出資金 4,512

前払費用 2

未収収益 798

その他の資産 293

有形固定資産 9,239

建物 2,549

土地 5,952

リース資産 91

建設仮勘定 7

その他の有形固定資産 638

無形固定資産 274

ソフトウェア 175

その他の無形固定資産 99

前払年金費用 731

繰延税金資産 622

債務保証見返 78

貸倒引当金 △4,752

（うち個別貸倒引当金） △4,052

資産の部合計 954,444

科 目 金 額

負債の部

預金積金 894,993

当座預金 28,039

普通預金 566,251

貯蓄預金 7,872

定期預金 275,884

定期積金 7,457

その他の預金 9,487

借用金 31,600

借入金 31,600

その他負債 2,291

未決済為替借 481

未払費用 407

給付補塡備金 3

未払法人税等 15

前受収益 241

払戻未済金 103

職員預り金 419

リース債務 97

資産除去債務 68

その他の負債 452

賞与引当金 359

役員退職慰労引当金 108

睡眠預金払戻損失引当金 40

偶発損失引当金 43

債務保証 78

負債の部合計 929,515

純 資 産 の部

出資金 3,019

普通出資金 3,019

利益剰余金 29,534

利益準備金 3,078

その他利益剰余金 26,456

特別積立金 23,300

（地域文化芸術振興基金） （500）

（社会福祉基金） （500）

（本店本部ビル建設積立金） （3,500）

当期未処分剰余金 3,156

処分未済持分 △0

会員勘定合計 32,553

その他有価証券評価差額金 △7,624

評価・換算差額等合計 △7,624

純資産の部合計 24,929

負債及び純資産の部合計 954,444

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てています。

（令和6年3月31日現在）



科 目 金 額

経常収益 10,673,262

資金運用収益 7,671,438

貸出金利息 5,015,221

預け金利息 753,309

有価証券利息配当金 1,818,124

その他の受入利息 84,783

役務取引等収益 1,046,177

受入為替手数料 460,041

その他の役務収益 586,136

その他業務収益 150,795

国債等債券売却益 86,376

その他の業務収益 64,418

その他経常収益 1,804,851

貸倒引当金戻入益 134,171

償却債権取立益 63,361

株式等売却益 1,558,082

その他の経常収益 49,235

経常費用 10,027,221

資金調達費用 190,676

預金利息 148,016

給付補塡備金繰入額 1,628

借用金利息 38,870

その他の支払利息 2,161

役務取引等費用 760,983

支払為替手数料 113,079

その他の役務費用 647,904

その他業務費用 2,569,016

国債等債券売却損 2,567,601

その他の業務費用 1,414

経費 6,329,432

人件費 4,024,502

物件費 2,064,643

税金 240,285

その他経常費用 177,112

貸出金償却 94,937

その他の経常費用 82,174

経常利益 646,041

特別利益 333

固定資産処分益 333

特別損失 128,891

固定資産処分損 31,820

減損損失 92,496

その他の特別損失 4,574

税引前当期純利益 517,483

法人税、住民税及び事業税 9,747

法人税等調整額 △39,626

法人税等合計 △29,879

当期純利益 547,362

繰越金（当期首残高） 2,609,015

当期未処分剰余金 3,156,378

（注）記載金額は千円未満を切り捨てています。

科 目 金 額

当期未処分剰余金 3,156,378,071

繰越金（当期首残高） 2,609,015,331

当期純利益 547,362,740

利益準備金取崩額 58,821,250

合計 3,215,199,321

（単位：円）

剰余金処分額 60,357,303

普通出資に対する配当金（年2％） 60,357,303

繰越金（当期末残高） 3,154,842,018

合計 3,215,199,321

これを次のとおり処分する。

以上のとおりであります。 令和6年6月

（単位：千円）

理 事 長 遠 藤 康 弘

常 務 理 事 佐 藤 貴 行

常 務 理 事 石 田 尚 久

常 務 理 事 松 﨑 英 一

常 勤 理 事 岩 本 慎 一

常 勤 理 事 中 村 知 裕

常 勤 理 事 深 瀬 享

常 勤 理 事 菊 川 栄 司

理 事 鈴 木 博 晶

理 事 飯 沼 寬 雄

理 事 宮 島 和 美

理 事 原 正 樹

常 勤 監 事 伊 藤 守

監事（員外） 石 井 明

監事（員外） 小 野 康 夫

なお、有限責任あずさ監査法人による監査
の結果、適法と認められています。

以上、監査の結果、適法かつ正確なことを
認めます。

令和6年6月

損益計算書
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

剰余金処分
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）



令和5年 4月 10日 出資口数および出資総額の変更登記

令和5年 7月 3日 代表理事4名の就任登記

総代会
通常総代会
令和5年6月23日 第99回通常総代会を報徳二宮神社報徳会館において開催し、次の議

案が承認可決されました。

［報告事項］
第99期 業務報告、貸借対照表、および損益計算書報告の件

［決議事項］
第1号議案 第99期剰余金処分案承認の件
第2号議案 会員除名の件
第3号議案 任期満了に伴う理事12名選任の件
第4号議案 監事1名選任の件
第5号議案 退任理事に対する退職慰労金贈呈の件

理事会
定例理事会を11回、臨時理事会を1回開催し、経営に関する重要事項について審議・決

定しました。

登記事項

◆第99回通常総代会

令和5年6月23日開催。会員の中から選任された代表者からなる総代会を通じて、会員一人ひとり
の意見を適正に反映させながら、さまざまな経営改善に取り組んでいます。

庶務の概要



TOPICS

おかげさまで、当金庫は令和7年10月20日に創立100
周年を迎えます。これまで支えてきてくださった地域
の皆さまに感謝の気持ちをお伝えするために、順次記
念事業を展開していく予定です。
キャッチコピーとシンボルマークは、当金庫職員か

ら募集したものです。

創立100周年を迎えます

TOPICS 04

さがみ未来塾は、若手経営者や企業の後
継者で構成されています。
今年度は横浜財務事務所長をお招きし、

「金融行政の取組等について」という演題
で、当金庫を含めた金融機関を支えている
金融行政のさまざまな取り組みや経済の情
勢などについてご講演いただきました。

さがみ未来塾講演会の開催

TRIbankグループ（さがみ・かながわ・
平塚信用金庫）は、商工組合中央金庫と
「シンジケートローン業務における連携・
協力に関する覚書」を締結しました。
商工中金との連携・協力体制の構築によ

り、中小企業の金融の円滑化を図り、地域
経済の発展に貢献していきます。

商工組合中央金庫と
覚書を締結しました

TOPICS 02

神奈川県警察本部と神奈川県内8信用金庫は
マネー・ローンダリング等を防止するため、
「犯罪収益の移転防止対策に関する協定」を
締結しました。
当金庫は引き続き、流動性の高い口座の厳

格な顧客管理や県警への捜査協力、顧客への
広報、啓発を行っていきます。

神奈川県警察本部と
協定を締結しました

TOPICS 03

TOPICS 01

100年分のありがとうを、
これからもずっと。

2024.2.8

2023.7.20 2023.12.8



本誌についてご意見などございましたらお聞かせください
総合企画部 E-mail：souki@sagami-shinkin.co.jp


